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ここでV,う学習とは農夫が作物の反当収量を上げるた

めの､又は主婦が豪族の健康を増進するためなどの知識

や技術を習得することで､指導とはこのような農村の人

の々問題を解決するために普及員が知識や技術を授ける

ことである｡こうした学習と指導の過程には相互の密接

な関係がある｡

普及員であるあなたは･農村の教育者としてどんな指導

法を用V,ていらっしゃV,ますか?

教育的にも､経済的にも､戎V,は思想的にも種 々と条

件が異なる豊村社会に於てより多くの人J<を普及満動に

参加せしめるために普及Lriは非J.*I,'な苦心を体験するもの

である｡

あなたの普及所動に参加してV,る一段研クラブ損が､

叉は生改クラブ員が､或は4Hクラブ員が､普及事業を

通じて如何にして知識や技術を習得するかを考えてみよ

う｡

こt.に仮りに脂肪肥 りで悩む一主婦を登場させ､彼女

自身の問題と家族の健康問題に関し普及教育を通して彼

(7)

女が如何にして態度の変化を来たすかを考えてみよう｡

先ず､彼女の場合､普及宿動としての料確講習会を通じ

て如何にしてバランスのよれた食事の献寸をつ くること

ができる様になるかが第-の開,Haであるが､この例は学

習過程と指導の段階の関係を説明する｡勿論､この原矧ま

農改普及員の場合にも相通じる｡然しすべての学習及び

指導が同じ過程を経るかといえば決してそうでもない｡

ではV,かにして学習と指導は'行われるか?

◇
-
-
-
･◇

学習者･----肥 りすぎに悩む一主婦

指導者--･-生改普及員

必要 を感 じる

☆ -倭の主婦として､また母として､彼女はぱく然と

した､または判然とした必要を感じる｡即ち :

①家族と彼女自身のよりよV,健康を保ちたV,0

⑧見栄えのする子供達に育てたvlo



普及員教室等茅盃頚
③彼女自身の体をスマートなスタイルにしたい

☆ これらの要求を満たすためには彼女はどんな食品

が適当な栄養素を含み､また健康な体を保持するた

めには如何なる献立をするかを知る必要がある｡

･注 意 を 喚 起 す る ･=

☆ 或る展示会で生改普及員によるバランスのとれた

朝昼晩の食事の献立法を見る｡

興 味 が衣 第 に増 大 す る

セ ラジオ番組の台所アワーに耳を懐けるよ うにな

る｡その過日は次のようなものとする｡

①健康のための食事

⑧バランスのとれた献立とは?

③体重コントロールのための献立

☆ 農家の友や良家便り､或は新聞､雑誌などでミル

クの価値､背野菜､有色野菜､ビタミンC食品なと

の記事を読む｡

;欲 求 が高 ま る ‥

中 生改クラブ活動には欠かさず出席して､特に料理

の講習には真剣になる｡

☆ どんな食品が必要な栄養兼を含みそれが健康やス

マートな体に及ぼす影響に関して現解を決める｡

自 覚す る

☆ 日頃の彼女の献立は栄養分が片寄り､戎食物は炊

きすきで あることなどをFl党する｡

☆ 炭水化物の食品類を減らして､新鮮な野菜数やミ

ルクなどを増せばもっとvIV,食事が出来ることを自

覚する｡



-il･ バランスのとれた献:I:.は現在のそれよりも計画を

十[-.てるのに化かに時間はかかるが､調理法に患いて

は少しもむずかしくないと口覚する｡

実 行 す る

･八, V,い食朝を†乍ることを決心する｡

☆ 料理講占■会や洪′Jt会にLl',席して作り方を実際に行

ない､父は見fi]するo

八日分のJ衣でバラン スのとれたvIV,食事を実際に

tl三る

☆ 継続的にV,V､食車を†乍ることによっでやがてそれ

は矧だ化する｡

満 足 を 寺等る

☆ 家族にバランスのよれた食事を上げうる自信から

琉･新しV,食Ll‡法に桐 ~る家族の好意的な反応からO

☆ -(･供述のたのもしいJ戊J盲罪過から｡

･,～I 体裁のよい休に なった とい う友^や隣人の言葬

から｡

これが一般的な学習のlTL4指であるといわれているO

(9)

知識を｣空けるとV,うことと､Fl-･4･'Juを起こさせるとV,ラ

ことは別である｡出業改良や4:.析改善の推進において､

農上亡をして彼等の必要な問題に興味を起こさせ､習得し

た知識を応用させるべ く努力するのは普及rHの仕事であ

る｡彼等に細りたV,とV,う欲求､技術や才能を身につけ

たV,とV,う欲求､果ては満足の欲求を起こすべ く仕向け

る必零がある｡

学習者 (農民) が指導者 (幣及貝) から学ぶために

は前者は後者に対して信頼を抱かねばならない｡普及員

の日lLiの指導の知識はこの官旗を確立する役割を果すも

のである｡

指導 (又は普及教育)は普及しようとする蔀柄を実際

に見る､聞く､実行するとV,う機会を学習省たる農民に

与えることによってのみ効を女するものである｡

普及員の賢明なる学習環境のつ くり̂ Lによって､普及

プログラムは速やかに農民の注意を換起し､興朱の増大

に伴って欲求を高め､値ちに実行するとV,う結果を招く

ものである｡ (古 常 瑞 幸 )
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